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研究成果の概要（和文）：　本研究課題は中国華南で進行する地域構造の再編を、地理学の総合的なフィールド
調査により実態的に解明することを目的とするものである。2015年に広州市、2016年に江門市、2017年に深セン
市において、いずれも夏季に2週間のフィールド調査を、中国中山大学の研究者の協力をうけて実施した。都市
班、農村班、文化班、民族班等に分かれて、住民の聞き取り、景観観察、資料収集などを行い、地域の様態を多
面的に探った。改革開放政策による発展の先導役を担ってきた珠江デルタは、工業地域としての性格を維持しな
がら、都市発展を基礎とした文化的、社会的な変容が顕著となっている。

研究成果の概要（英文）： This study aims to clarify the reorganization of regional structure in the 
South China actually through integrated field survey based on geography. Field surveys were 
conducted at three areas, such as Guangzhou in 2015, Jiangmen in 2016 and Shenzhen in 2017. 
Researchers of Sun Yat-sen University provided great support for the investigation. We organized 
several research groups for urban, rural, cultural, ethnic and economic issues and carried out 
interviews with local residents, landscape observation, and data collection to understand the 
regional situation in these fields. The Pearl River Delta region which has led the national 
development under the Reform and Opening-up Policy still maintains its characteristics of industrial
 area, while it shows significant changes in cultural and social space due to high-speed 
urbanization.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 中国華南の地域構造にかかわる研究は、
改革開放政策の導入とともに本格化した。
1980 年代初めには、従来の孤立主義的な社
会主義建設から国外の資金と技術を移入し
ての市場経済化への転換には強い抵抗があ
り、政治中心である北京から遠隔した華南で
それが試行されることとなった。イギリス植
民地であった香港は海外への窓口の役割を
担い、華南は 3000 万人とされる華僑の故郷
（僑郷）として華僑ネットワークの結節点で
あることが、所与の地域的条件として重視さ
れた。この結果、華南地域には「来料加工」
などと呼ばれた加工貿易に携わる中小企業
が叢生し、中国経済改革の先進地となった。 
 
(2) 地域構造の再編を問う本調査研究は、こ
うした華南開発の与件として位置性、地域性
が深く関わっていたことを出発点に据えて、
その現在的な展開を考察する。1990 年代半
ばから中国が高度経済成長に入っても、華南
の先進性は維持され、雑貨や衣料の生産から
電子部品組立などへのステップアップを伴
い、新たな工業団地が珠江デルタ一帯に展開
され、「世界の工場」と呼ばれる様相を呈す
ることとなった。とくに注目されるのは、こ
の開発モデルを実現したのが安価で優秀な
若年労働力が内陸部から間断なく大量に「農
民工」として供給されたことである。本調査
研究が多地域で中国研究に従事してきた地
理研究者からなることは、華南の地域構造を
常に中国スケールとの往還において考察す
ることを可能にするものである。 
 
２．研究の目的 
中国華南で進行する地域構造の再編を、地
理学の総合的なフィールド調査により実態
的に解明することをめざす。華南は香港と僑
郷という地域的条件から、経済特区に象徴さ
れる改革開放政策の試行地とされ、高度経済
成長下でもグローバル化と結びついた経済
発展を遂げた。しかし、今世紀に入って長江
デルタなど他地域の急成長による相対的な
地位低下や、世界金融危機の影響をうけ、華
南は農民工による労働集約型工業への依存
からの構造転換を求められることとなった。
すでに中国経済改革の旗頭という地域像は
陳腐化しており、地域構造の再編を究明する
ことは学術的課題であると同時に、日本企業
の立地選択に寄与する社会的な意義を内包
する。 
 
３．研究の方法 
中国華南の地域構造の再編を解明するに
際して、フィールド調査を主たる方法とした。
研究期間の 3 年、毎年夏季に華南の 3 都市、
第 1 年次は広州、第 2 年次は江門、第 3 年 
次は深センに赴き、およそ 2 週間にわたって、
地域住民と行政官・研究者に対する聞き取り、
景観の観察、地誌や統計などの資料収集から

なるフィールド調査を行った。実施にあたっ
てはメンバーを複数のグループ（都市班、農
村班、経済班、文化班、環境班等）に分けて、
効率的な活動を行った。中国における外国人
の調査活動に必須のカウンターパートは、中
山大学地理科学与規劃学院の劉雲剛教授が
務め、フィールド調査には劉先生の同僚と指
導学生に協力いただいた。調査で得た知見を
共有するために、毎年度、中国から研究者を
招聘して国際ワークショップを開くととも
に、日本地理学会大会において科研グループ
としての発表セッションを設け、地理学内外
の研究者と学術的な成果をめぐって討議を
行った。 
 
４．研究成果 
(1) 広州フィールド調査（2015 年）は、事
前の研究集会および研究分担者である小野
寺淳が広州に渡航して行った調整を経て、8
月 6 日から 19 日までの 2 週間にわたって、
中国広東省広州市とその周辺において実施
された。参加者は研究代表者・研究分担者全
員に加えて、研究協力者として秋山元秀・李
小妹・田秋香の 3名が加わった。フィールド
調査は都市班、文化班、農村班、交通班、産
業班、環境班、民族班に分かれて行われた。
各班には中国側の調査協力者として中山大
学地理科学与規劃学院の劉雲剛先生と教
員・大学院生が加わった。現地で珠江デルタ
の地域性について中間・総括討論会を行った
ほか、年末には京都大学百周年時計台記念館
において国際ワークショップを開催した。さ
らに年度末に早稲田大学で開催された日本
地理学会 2016 年春季学術大会において広州
研究のセッションを設定した。 
 
(2) 江門フィールド調査（2016 年）は、8
月 7 日から 15 日まで中国広東省江門市にお
いて行われた。現地では、農村班（小島）、
開発班（小野寺）、都市班（秋山）、文化班（松
村）、人口班（阿部）、僑郷班（李）、教育班
（柴田）、環境班（松永）に分かれて調査活
動が進められ、それぞれの班にカウンターパ
ートとして中山大学の若手教員・大学院生が
同行した。さらに中山大学図書館等において
関連する資料の収集が行われた。年末にはキ
ャンパスプラザ京都において国際ワークシ
ョップを開催し、江門調査の成果について討
論を深めた。また 8月に北京で開催された国
際地理学会議第 33 回大会において、小島・
小野寺・松村・阿部がそれぞれ研究発表を行
った。 
 
(3) 深センフィールド調査（2017 年）は、8
月 13日から 20日まで中国広東省深セン市に
おいて行われた。研究代表者と研究分担者の
ほかに柴田陽一と李小妹の若手研究者が参
加した。現地においては、都市班、農村班、
景観班、民族班、経済班、文化班、教育班の
7 グループを編成して、日本側と中国側のカ



ウンターパートである中山大学の教員と大
学院生が共同調査を行った。また本隊調査の
終了後に、小島等 4名が粤東地域の巡検を実
施し、珠江デルタ周縁地域の現状を確認した。
年末には神戸市に集まってワークショップ
を開催し、各グループの知見を共有するとと
もに、研究成果の総合と公開についてディス
カッションを行った。年度末に開催された日
本地理学会 2018 年春季学術大会において深
セン研究のセッションを設定し、学界に成果
を公表した。また同大会においては日本地理
学会中国地理研究グループと共催で、若手中
国研究者の珠江デルタ認識をめぐる研究集
会を開催した。 
 
(4) 調査を通して得られた知見は各研究者
による論文および学会発表を通して公表を
重ねており、まもなく調査報告書のシリーズ
刊行も始まる運びとなっている。それら個別
の研究成果を総合する作業は、2 度にわたっ
て日本地理学会大会において設定されたセ
ッションや、年度ごとに開催した国際ワーク
ショップで行われた。本研究課題の目的であ
る地域構造の再編の解明については、その地
域性と歴史性をめぐって、次のような共通認
識を得るに至っている。珠江デルタの地域構
造は、広東省の省都である広州と特別市であ
る香港とマカオという3つの高次中心によっ
て統合される体系を有している。広州は珠江
デルタ全体の中心としての機能を高めつつ
あり、それに伴う都市建設が進展し、国際性
が高まるとともに、文化領域においても先進
性を発揮している。香港に隣接する深センは、
経済特区として中国の産業化の窓口となっ
てきたが、都市機能の更新が進み、中国にお
けるイノベーションの中心としての性格を
強めている。江門市が位置する珠江デルタ西
岸は、東岸に比して産業化が遅れていたが、
2008 年の世界金融危機を一つの画期として
進む産業構造の転換をうけて、より内発的な
発展への移行が求められるようになってい
る。 
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